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造年工学方面のを経の誤計|=奪夕31卑赫カシ く漁10され′設計夜衛着,メ カをかなク蜂覇
｀
デろ2ど

にか勁tでいる。 しかしその痢nのオ琺はその様土物を設aナタるのにダ娑な諸データ=求
｀
めるための

な秦どな計単にノηしヽりれ てぃ多よシであ 多。移1えばメあズ を談計 ノぅ甥合′ 姥鈍撃オタ1で″た らくυグ毛―メ

ントやセン滸力のどヤ軍,ぞ;針導族によクイ子い′寄ルの酢衝'大めるのは技tFT者御夕tでようの7.あう。

2九几(ちろんセ争計イ族の右妨な使し'7.あ ろう。

しかし力 は々設計カセわす`みわさない自動3薙計を飲みようとした。そこでヽほ象計方はよ、まそのオ睫

飾ゐを計軍爆|`夕えoたりで,それイげl づ〉`く,おャ3)ザ及グその階尿|`tとづ
'<梨
0はすべてなわか

/1り笙するの0ある。学経な掏l嬬 ″のンを1っ学ならじヤJ十力れコれ場けにイ7わせわどとによク′象言ナ

カは機族の行,2と のでヨなし:よブな多くの経多いこ↓とづく薇難もヽ夕1酢ャ漱 ォ琺の用そkその能ヵ

をきく事がず能12なる。

2のような自動藪2+は理鉄幣|′毒ぃてはどんな3をャ12ナれ てt ttFとでヽあぅと:`ぃぇなИ。そればっ

どのような好えが`あらから`ある。77;④ どのような騰戯"の議3ャI`1進硼●こうょぅな表月燿φ

あるプログラムを1卜るzγパ困難7ある。そのため̀ 力朝喘達。匈り藪タャプロクリムの開そし夕くの蒔

向とテカがダ異となる。 ② :くすャo門散が蜘サ`,″熱J9乙oなりればなろなぃ。 0人 向が`潅荘

的′罐 "`?無多口すれlJ綺羊でヽあoが齢 12イ7わせうことおたタトに必ずか`しぃ激な向議がある。
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分 は々前Eo欠 典を認め々 上で・′匈多表裂 口o対及よ継μ′ぉょびサーソンによ`あた。筆者;は,

昨寺首多藪aド賊図の可能性を̀ ζ↑したメち今回は綺多製`ョをょク夜いャノ<するためのソフトウェァ

の調を,こ夕めた。写典 2′3′イ ば 色ウ用者二拠 ‐沙ヵ′′簿″ 隆́″̀ ″
.c″″ (寧葬′)々 ェクタaごぜ

ルtの 不ある。このア
・ロクリ 4は ′ソフトウエアの問たによク′力島三ル.タ ィフ

・
′表`だ魚包 象1射

が表賢されィιむ傷`′′̀也|コマぎるよ)たなってИゎ.為騨P つ々И7″ z′通Lクのタイフちケーツシ

ttつし'てほ/ノこクのタイプ12対すう設計:ヤイプログ
｀
ラム及び自傷製ロプログク4を同蒼ιル.

伯り以:十型図′薯″う'キ間は写実‐2つ着麟7の厖合′夕雪}7′4向ζあク′その内欺ほ襄=ナタヤ車々 ∫a

l,ィセヘの入カデ―`タテープ芽うと12脅多畔n半ノ燎図`を′,il・・7+7.あ,たが′高還身=こゼごを採`っ″九

t rt`ウう'キ間趣諮 oま 多であろぅ。 :又 針計単 小メ図`う′F膚ご7.=そ ・口 o)ち :2イf,す が・T'ととなろ

)。

軍鼻3 ケーソン鎖ごヤ図 (教 鴬た生寸受隊・女,F″木:a) Y*+ b - . / r& rag

3J争 京・̀ T先とノ風笠

自動:χじナに作九 能キイレ |ョ時|マ議通ち`構造物をギあぅための誤虐とιで敦われるべ゙ τヽあうぅ.

分 は々,どの2っ●オ法ltょク最麟とをはかろぅと掛みらιの7.あら・

/.従来・ま針ォ琺をとりなが・′言お十せレカπと●夕なた曼“よクロめク荷を‐歳′′、ヨたな場太々プ̀ ゎム

ょた.篤諄Pょ、ょび`ケ‐ソン●えη4311“このオ琺ャnИ ぅことがで・せる。

2.教じヤPppを_っ .教夕|.9■デルとして豪こ6早とし7のD′t′″″場吻 滋́ よ羅 ′らォ琺

とのが琺“教ズこだ′レイ̀がふイか`ιИたあ12丈戦̀ ク商卑な向殺で、なぃと侵えなレ。どれ辱″L

液計中で、あッ鮮掲?ムJ俵階て、はないo●右皓グら,

本布充たっぃでは驚誠′lご関t7に八十イヤエンジ
'ニアリンタ

｀
κκ́ ケーソンに関しては大林盗κκゅ

,大な衛協力をr,た。 さ)ta柳唸をえチう茨ナ`ある。
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